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0. はじめに 

 

当ドキュメントでは、JP1と Oracle Enterprise Manager（以下 OEM）の通知連携の設

定方法について解説します。 

 

通知連携の概要 

本通知連携では、OEMがアラートを検知した際に、アラート情報をもとにして

JP1 に自動的にイベントを登録します。これにより、OEM による詳細な監視の結

果を JP1で一元的に管理することができるようになります。 

 

通知連携の構成 

本通知連携では、OEMが検知したアラートの内容を元に JP1のイベントを自動

作成します。 

OEM は、監視対象でアラートが発生した際に、任意の OS コマンドを実行して

通知を行う機能を持っています。この機能を使用して、アラート発生時に JP1 の

イベント登録コマンドを自動実行するよう構成します。 

また、OEM は OS コマンドを実行する際に環境変数内にアラートに関するさま

ざまな情報を格納しています（例：$HOST（アラート発生元のサーバー名））。こ

れを使用して、JP1のイベント登録コマンドにアラート重大度やアラートメッセー

ジなどを渡します。 
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本連携の最小構成では、下図のように JP1/Integrated Management（以下 JP1/IM）

と Oracle Enterprise Manager 管理サービスを同じサーバーにインストールする構

成をとることも可能です。 

 

 

 

前提 

本手順書は下記の製品およびプラットフォームを前提としています。 

a. Red Hat Enterprise Linux Server release 6.5にインストールされた JP1/IM 

-Manager (11-00）、および JP1/Base（11-00） 

b. Red Hat Enterprise Linux Server release 6.5にインストールされた JP1/Base 

（ 11-00）、 Oracle Enterprise Manager 13c Cloud Control Release 1 

（13.1.0.0.0） 

c. Red Hat Enterprise Linux Server release 6.4にインストールされた Oracle 

Database 12c Release 1 Enterprise Edition （12.1.0.2）、および Oracle 

Enterprise Manager 13c Cloud Control Management Agent （13.1.0.0.0） 

d. Microsoft Windows 7 Professional にインストールされた JP1/IM-View

（11-00） 

 

それぞれの製品が対応している全てのプラットフォームについては、各製品の

マニュアル等を参照して下さい。 

※JP1/IM-Manager：JP1/Integrated Management -Manager 
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JP1について 

ビジネスにおける IT システムの役割が高まるなか、IT システムの運用で

は、さまざまなリスクを伴います。リスクを回避するには、システム運用管

理ソフトウェアの導入がカギとなります。 今やビジネスは、IT システムな

くして動きません。システム障害による IT システムの停止は、ビジネスの

停止につながります。  

また、IT システムは日々高度化、複雑化しています。もはや人手による

対応では、運用コストが増すばかりです。さらに、ウィルス感染や情報漏え

いのリスクは高まる一方です。万一、加害者になって社会的信用が失墜して

しまったら、ビジネスチャンスの損失は甚大なものになります。 

企業のシステムにおけるこれらのリスクなどを回避し、問題解決に役立つ機能

を豊富に取りそろえ、安定した ITシステム運用を実現する統合システム運用管理

製品、それが JP1なのです。 

http://www.hitachi.co.jp/jp1/ 

 

Oracle Enterprise Manager について 

オラクルの統合エンタープライズ IT 管理製品ラインである Oracle Enterprise 

Manager は、業界で唯一、すべてを備えたビジネス主導型の統合エンタープライ

ズ・クラウド管理ソリューションです。Oracle Enterprise Managerは、従来の環

境およびクラウド環境で使用する Oracleスタックの組込み管理機能を活用するこ

とで、IT からビジネス価値を創出し、敏しょう性とサービス・レベルを飛躍的に

上げながら、かつてないほどの効率向上の達成へと導きます。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/oem/enterprise-manager/overview/index.html 
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1.JP1の導入 

JP1をインストールします。 

 

JP1のインストール 

JP1/Base、JP1/IM-Manager および JP1/IM-View をインストールします。JP1/Base

は OEMをインストールするサーバーにもインストールします。 

インストールの詳細については、「製品マニュアル」を参照してください。 

 

統合システム運用管理 JP1：マニュアル 

http://itdoc.hitachi.co.jp/Pages/document_list/manuals/jp1v11.html 
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2. Oracle Enterprise Managerの導入 

OEMをインストールし、監視ターゲットを検出・登録します。 

 

Oracle Enterprise Manager のインストール 

OEMの管理サービスと管理エージェントをインストールします。管理サービス

は「1.JP1の導入」で JP1/Baseをインストールしたサーバーに、管理エージェント

は OEM の監視対象（本手順書の場合は Oracle Database 12c Release 1 Enterprise 

Edition （12.1.0.2）がインストールされているサーバーにインストールします。 

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 13c Release1（13.1.0.0.0）のインストール

の手順については、「Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーショ

ン・ガイド 13cリリース 1（13.1.0.0.0）」を参照してください。 

http://docs.oracle.com/cd/E74608_01/131/EMBSC/toc.htm 
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3. 連携機能の設定 

 

OEM がアラートを検知した際に、JP1 のイベント登録コマンドが自動実行されるように

設定します。 

このとき、OEMは JP1のイベント登録コマンドを直接実行せず、シェルスクリプト（あ

るいはバッチファイル）を実行します。ファイル内で OEMのアラート情報を JP1のイベン

ト登録コマンドの引数に渡したうえでイベント登録コマンドを実行するように記述します。 

 

シェルスクリプトの作成 

OEMがアラート検知時に自動実行するシェルスクリプトを作成します。以下に、

シェルスクリプトのサンプルを記載します。なお、下記シェルスクリプトは、以

下に示す Oracle Technology Network サイト内、Oracle Enterprise Manager 製品ペー

ジの技術情報ページでも入手できます。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/oem/enterprise-manager/community/index.html 

 

sample.sh （サンプル） 

#!/bin/bash 

 

# JP1のイベント登録コマンド 

main() 

{ jevsend -i 999 -m "$JP1_MESSAGE" -e SEVERITY="$JP1_SEVERITY" -e 

HOST="$JP1_HOST"  

exit 0 

} 

# PATH環境変数のセット 

export PATH=/opt/jp1base/bin:$PATH 

 

# アラート情報の受け渡し 

# $SEVERITY, $HOST, $MESSAGE, $TARGET_TYPEはいずれも 

# アラート内容に応じて自動的にセットされる 

export EM_SEVERITY=$SEVERITY 

export EM_HOST=$HOST 

# アラートメッセージに含まれる"を'に置換 

export EM_MESSAGE=`echo $MESSAGE |sed -e "s/¥"/¥'/g"` 

export EM_TARGET_TYPE=$TARGET_TYPE 

# 通知テスト時に使用するダミーのアラート情報 

 

if  [ -z $SEVERITY ] 

then 

 export EM_SEVERITY=警告 

fi 

if  [ -z $HOST ] 

then 

 export EM_HOST=サーバー名 

fi 

if  [ -z $TARGET_TYPE ] 

then 
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 export EM_TARGET_TYPE=ターゲットタイプ 

fi 

 

# JP1のイベント登録コマンドに渡す引数の作成 

export JP1_HOST=$EM_HOST 

export JP1_MESSAGE=OEM_"$EM_HOST"_"$EM_TARGET_TYPE"_"$EM_MESSAGE" 

 

# 重大度情報の変換 

 

if [ $EM_SEVERITY = "警告" ] 

then 

        export JP1_SEVERITY=Warning 

elif [ $EM_SEVERITY = "クリティカル" ] 

then 

        export JP1_SEVERITY=Critical 

elif [ $EM_SEVERITY = "クリア" ] 

then 

        export JP1_SEVERITY=Information 

elif [ $EM_SEVERITY = "メトリックエラーの開始" ] 

then 

        export JP1_SEVERITY=Error 

elif [ $EM_SEVERITY = "メトリックエラーのクリア" ] 

then 

        export JP1_SEVERITY=Information 

else 

        export JP1_SEVERITY=Information 

fi 

 

main 

 

本サンプルを使用する際は、9 行目（以下に抜粋）を環境に合わせて書き換え、

JP1/Baseインストール先フォルダ内の binディレクトリを PATH環境変数に含めま

す。 

 

sample.sh 9行目 

export PATH=/opt/jp1base/bin:$PATH 

 

また、本スクリプトは「2.Oracle Enterprise Managerの導入」で OEM 管理サービ

ス、および JP1/Baseをインストールしたサーバーに配置し、OEM インストールユ

ーザが実行できるように権限を付与しておく必要があります。 

なお、シェルスクリプトを作成する際のその他のポイントや注意事項について

は、末尾の参考資料を参照してください。 
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通知メソッドの設定 

OEMがアラートを検知した際の通知方法として前項で作成したシェルスクリプ

トを実行できるように、通知メソッドを構成します。 

OEM にスーパー管理者ユーザーでログインし、「設定」、「通知」、「スクリプト

と SNMPV1トラップ」の順にクリックします。 

 

 

 

「スクリプトと SNMPv1 トラップ」セクションで「追加」ドロップダウンメニ

ューより「OS コマンド」を選択し「実行」ボタンをクリックします。 
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通知メソッドの名前と、この通知メソッドについての説明を ASCII 文字列で設

定します(説明の有無は任意)。また、OS コマンドとして前項で作成したシェルス

クリプトをフルパスで指定します。 

 

 

「OS コマンドのテスト」ボタンをクリックすることで、入力した OS コマンド

をテスト実行することができます。このときの JP1側の出力例を以下に示します。 

 

 

 

設定が終了したら、「OK」ボタンをクリックすると、通知メソッドが作成され

ます。 

 

 

 

以上で連携機能の設定は終了です。 
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4. 通知の設定 

 

OEM で異常検知/アラート通知させたい監視項目を設定し、アラート発生時に「4. 連携

機能の設定」で設定した通知メソッドを実行するように設定します。 

 

しきい値の設定 

OEMで異常検知させたい監視項目を設定します。ここでは「oradb」というデー

タベース・インスタンスの TABSPC_JP1 表領域の使用率が 75%になったら警告ア

ラートを、90%になったらクリティカル・アラートを発生させるよう設定します。 

 

ヒント：複数のターゲットに共通のしきい値を設定する場合は、監視

テンプレートを使用して手順を簡略化することができます。設定方法に

関しましては、「設定」ページの「監視テンプレート」内のオンライン・

ヘルプをご参照ください。 

 

OEMにログインし、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックします。 

 

 

 

設定対象(ここでは oradb)をクリックします。 
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「Oracle データベース」、「モニタリング」、「メトリックと収集設定」の順にク

リックします。 

 

 

 

「表領域使用率(%)」の右側のボタンをクリックします。 

 

 

 

「追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 

「表領域名」、「警告のしきい値」、「クリティカルのしきい値」を設定し、「続行」

ボタンをクリックします。 
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「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

通知ルールの設定 

 

アラートなどの（OEMの）イベントが発生した際に、前章で設定した通知メソ

ッドを自動実行するよう通知ルールを作成します。ここでは「oradbで警告アラー

ト、クリティカル・アラートが発生したり、アラートがクリアされた際に、前章

で設定した通知メソッドを実行する」ように設定します。 

OEM にログインし、「設定」、「インシデント」、「インシデント・ルール」ボタン

の順にクリックします。 
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ルール・セットの作成を選択します。 

 

 

 

ルール・セットの名前を任意の値で入力し、「適用先」ドロップダウンメニュー

より「ターゲット」を選択します。「特定のターゲット」を選択し、「追加」ドロ

ップダウンメニューより「ターゲット」を選択し、「追加」ボタンをクリックしま

す。 
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検索などを行い、ターゲット(今回は oradb)を選択し、「選択」ボタンをクリック

します。 

 

 

 

「作成」ボタンをクリックします。 
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「受信イベントおよびイベントの更新」を選択し、「続行」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

「追加」ボタンをクリックします。 
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通知対象のメトリック、重大度を選択し、「OK」ボタンをクリックします。こ

こでは、「メトリック・グループ」として「表領域フル」、「メトリック」として「表

領域使用率(%)」、「オブジェクト」として「TABSPC_JP1」を選択しています。ま

た、「重大度」は「すべて」を選択しています。 

 

 

 

通知の対象となるイベントが指定されました。「次」ボタンをクリックします。 

 

 

 

ヒント：メトリックを複数指定することも可能です。その場合、指定

したいずれかのメトリックで指定した重大度のアラートが発生した場合

にアクション（後述）が実行されます。 
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「追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 

「拡張通知」に表示されている、「通知メソッドの設定」で設定した OS コマン

ドが表示される為、チェックを入れ、「続行」ボタンをクリックします。 

元の画面に戻ったら、「次」ボタンをクリックします。 
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任意の名前を入力し、「次」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 設定が正しく行えていることを確認し、「続行」ボタンをクリックします。 
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設定が終了したら、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

実際にクリティカル・アラートが発生した際の、JP1/IM-Viewのイベントコンソ

ール画面の例を、以下に示します。 
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表示されたイベントをダブルクリックすると、イベント詳細画面が表示されま

す。 

 

 

 

ヒント：通知ルールの設定は、ターゲットタイプごと、ターゲットご

と、監視項目ごとなどに個別に行うことができます（例: データベース・

インスタンス用と Oracle WebLogic Server用、データベース・インスタン

ス 1 用とデータベース・インスタンス 2 用、アーカイブ領域使用率用と

バッファキャッシュヒット率用など）。それぞれのルールで、通知対象と

なる監視項目や重大度（警告、クリティカル、クリア）を個別に設定す

ることができます。 

 

以上で通知の設定は終了です。
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参考資料 

 

JP1のイベント登録コマンドの使用方法 

前述したシェルスクリプト内の jevsendコマンドの使用方法の詳細に関しまして

は、下記 URLをご参照ください。 

 

 JP1 Version 11 JP1/Base 運用ガイド 

解説・手引・文法・操作書（資料番号 3021-3-A01） 

15. コマンド 

http://itdoc.hitachi.co.jp/Pages/document_list/manuals/jp1v11.html 

 

 

シェルスクリプト作成時のポイント・注意事項 

 

環境変数を使用したアラート情報の受け渡し 

シェルスクリプト内では、JP1イベント登録コマンド （jevsend） を実行します。

その際、OEMのアラート情報の中から JP1/IMのイベント登録に必要なものを引数

に渡します。 

OEM のアラート情報は、OS コマンド （本シェルスクリプト） を実行する際

に自動で環境変数に格納されています（例：$HOST→アラート発生元のホスト名、

$MESSAGE→アラートメッセージ、など）。 

次の例では、この中から$HOST、$SEVERITY（アラートの重大度）、$MESSAGE

を JP1のイベント登録コマンドの引数に渡しています。 

 

例： 

jevsend -i 999 –m “$MESSAGE” –e SEVERITY=”$SEVERTY” -e HOST=”$HOST” 
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sedコマンドを使用した「“」記号の置換あるいは削除 

JP1 にイベントを登録する際、メッセージ内容となるテキストに「”」が入って

いると、メッセージの終了と認識されてしまうため、事前に他の記号に置換しま

す。次の例では、「”」を「’」に置換しております。 

 

 例： 

export EM_MESSAGE=`echo $MESSAGE |sed -e "s/¥"/¥'/g"` 

 

 

PATH環境変数の設定 

JP1のイベント登録コマンド （jevsend） を実行する際は、PATH環境変数に JP1

インストール先である/opt/jp1base フォルダ内にある bin ディレクトリが設定され

ている必要があります。シェルスクリプト内であらかじめ PATH 環境変数を設定し

ておきます。 

 

例： 

export PATH=/opt/jp1base/bin:$PATH 

 

 

重大度情報の変換 

環境変数に格納されるアラート情報のうち重大度（$SEVERITY）については、

OEMの管理サービスが日本語で起動している場合、「警告」「クリティカル」など

日本語で格納されるため、シェルスクリプト内であらかじめ JP1 用の重大度に変

換を行います（例：「警告」（OEM）→「Warning」（JP1）など） 

 

例： 

if [ $EM_SEVERITY = "警告" ] 

then 

      export JP1_SEVERITY=Warning 
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OEMの管理サービスを英語で起動している場合は、重大度も英語で出力される

ため、それに合わせて記述します 

 

例： 

if [ $EM_SEVERITY = "Warning" ] 

then 

export JP1_SEVERITY=Warning 

    

メッセージの記述方法 

JP1/IM-View 上に表示させるメッセージ は、引数 “-m” に渡す値の編集により、

カスタマイズすることができます。例えば、以下の例では、メッセージの先頭に

OEMから登録されたイベントを示す「OEM」と、ホスト名を付けています。 

ホスト名は$HOST環境変数に格納されています。 

 

例： 

export JP1_MESSAGE= OEM_"$HOST"_"$MESSAGE" 

 

シェルスクリプトのカスタマイズ 

OEM が OS コマンド（シェルスクリプト）を実行する際には、ほかにもさまざ

まなアラート情報が環境変数に格納されており、要件に応じて JP1 にさまざまな

情報を送ることができます（$METRIC_VALUE→しきい値を超えたときの監視項

目の値、$TIMESTAMP→発生時刻、など）。 

受け渡すことのできる環境変数の詳細については以下を参照してください。 

 

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 管理者ガイド 13c Release1（13.1.0.0.0） 

OSコマンドおよびスクリプトを使用した通知の送信 

http://docs.oracle.com/cd/E74608_01/131/EMADM/toc.htm 
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JP1のイベント登録コマンドの使用方法 

イベントガイド情報は，システム監視中に問題が発生したときに，JP1 イベン

トの［イベント詳細］画面に表示する情報です。イベントガイド情報として，問

題の調査事例，対策事例などを表示することで，システム管理者の負担を軽減で

きます。また，問題対策での実績や対処記録などを，運用ノウハウとして蓄積で

きます。イベントガイド情報として表示する内容は，JP1/IM - Managerのホスト

にあるイベントガイド情報ファイルに設定します。 

イベントガイド情報の使用方法の詳細に関しましては、下記 URLをご参照くだ

さい。 

 

JP1 Version 11 JP1/Integrated Management - Manager 導入・設計ガイド 

解説・手引・操作書（資料番号：3021-3-A07-10） 

3. セントラルコンソールによるシステムの集中監視 

3.10 イベントガイド機能 

http://itdoc.hitachi.co.jp/Pages/document_list/manuals/jp1v11.html 

 

イベントガイド情報ファイルの登録 

イベントガイド情報ファイル（jco_guide.txt）のサンプルを，以下に示します。

この例では，OEMから発行される JP1イベントのイベント ID「00000999」をキー

とし、イベントガイド情報を表示しています。 

例： 

DESC_VERSION=1 

 

#ORACL EM 異常検知イベントに対するガイド 

[EV_GUIDE_1] 

EV_COMP=B.IDBASE:00000999 

EV_FILE= 

[END] 

 

イベントガイドメッセージファイルの登録 

上記のイベントガイド情報ファイルに加え，JP1/IM-View上に表示されるイベン

トガイドメッセージを定義するイベントガイドメッセージファイル

（EV_GUIDE_1.txt）のサンプルを，以下に示します。 

この中では、OEMから発行される JP1 イベントの拡張属性情報から，$HOST を

引き継ぎ，事象発生元サーバとしてイベントガイドメッセージ上に表示していま

す。 



-ＪＰ１ & Oracle Enterprise Manager: Notification Integration - 

 28 

 

また，斜体部分「OEM 管理コンソールの URL」は，それぞれの環境に合わせ，

適切な URLに変更してご利用ください。 

 

例： 

<HTML> 

<HEAD> 

<BODY> 

アラートの詳細については Oracle Enterprise Managerコンソール（下記）からご確

認下さい。事象発生元サーバは、$E.HOST 。 

<BR> 

<A HREF="OEM管理コンソールの URL">OEM管理コンソールの URL</A> 

<BR> 

問い合わせ先：XXX（内線） 

</BODY> 

</HEAD> 

</HTML> 

 

イベントガイド情報ファイル（jco_guide.txt）、およびイベントガイドメッセージ

ファイル（EV_GUIDE_1.txt）を定義し，OEMから発行された JP1イベントの詳細

を JP1/IM-View上で表示した場合の画面例を，以下に示します。 
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